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【序】相対湿度の測定は、近年自動車のエンジンや車内空調の制御等でその重要性を増しており、

より高い信頼性が求められている。相対湿度計測の信頼性向上に向け、相対湿度計の校正・性能

評価にも高い信頼性が必要となる。産総研では、高湿度標準発生装置といった複数の発生装置を

開発して高精度な露点計の校正を実現しており、同装置を用いた相対湿度計の校正に関してもそ

の不確かさ評価を進めてきた。本発表では相対湿度計の校正・性能評価の信頼性向上を目的とし

て行った、高湿度標準発生装置を用いた相対湿度発生の不確かさ評価について報告する。 

 【実験】2 圧力・2 温度法による

発生装置の概念図を、図 1に示す。

まず温度
1t ・圧力 1P の飽和槽にお

いて、加圧空気を水蒸気で飽和さ

せた後、圧力
2P に減圧することで

露点の定まった空気を発生する。

この空気を相対湿度計校正用の試

験槽に導入することで、空気露点

と槽内での空気温度
2t とから、試

験槽内の相対湿度
wU が決定される。相対湿度発生の主な不確かさ要因の一つである試験槽内の水

蒸気圧分布は、槽内の様々な位置（図 2 右）での露点を露点計により測定し、発生露点と比較す

ることで評価した。 

【結果】図 2に、23 ℃、98 %rh における試験槽内の露点分布の測定結果を示す。発生露点と露点

計の測定値との差は、槽内での位置により 15 mK 程異なっており、これは相対湿度の差で 0.1 %rh

程に相当する。同様の測定を他の相対湿度においても行い、試験槽内の水蒸気圧分布の相対不確

かさを 0.02 %と見積もった。また

その他の不確かさ要因として、試

験槽内の温度分布や温度計の自己

加熱等を評価した。最終的に、

23 ℃における 10 %rhから 98 %rh

までの相対湿度発生の標準不確か

さを 0.02 %rhから 0.13 %rh と見積

もった。 

Fig. 1. Schematic diagram of the relative humidity calibration 

system of the humidity generator. 

Fig. 2. Dew point distribution in the test chamber (5-minute 

average). 
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